
様式１号

新見市集約化推進計画書

自 平成２２年 ６月１５日

至 平成２７年 ３月３１日

平成２２年６月１５日

新見市

(注） 計画の変更を行う場合は、変更理由及び変更内容を記載した書面を添付の上、上段に変更前

の内容を、下段に変更後の内容を記載する。



１ 集約化推進区域の範囲

岡山県の基本指針で定められた集約化推進区域設定の基本的な考え方に基づき、新見市

森林整備計画における森林施業の共同化促進との整合性を図りながら、間伐等の集約化施

業の推進を図る必要がある区域を「新見市集約化推進区域」とし、以下の範囲とする。

所 在 地 林 小 班 面 積(ha)

旧新見市地内 １～４５３ ２６，４０８

旧大佐町地内 １～１３７ ８，６７６

旧神郷町地内 １～１３９ １０，０１０

旧哲多町地内 １～１２８ ８，４７０

旧哲西町地内 １～８６ ５，７２８

合 計 ５９，２９２

区域の範囲 別図のとおり

（記載要領）市町村全図等（国土地理院1/50,000又は1/25,000地勢図相当の図面）を用い、次によ

り作成する。

記 載 要 領
区 分

色別 適 用

１ 土地利用
現 （１）国有林 紫

（２）民有林 緑
２ 林道

況 （１）既設 黒 林道台帳登載の路線について記入(実線）する。
（２）計画 黒 推進計画期間中に新設されることが確実な路線について

記入(破線）する。

推 １ 推進区域界 赤
進
計
画

２ 作業システム及び路網整備の目標

ハーベスタによる伐木・造材、フォワーダによる集材を実施することにより高能率の

作業システムの構築を目指すこととし、これに対応する林内路網密度としてヘクタール

あたり１００メートル以上を目標に路網整備を実施することとする。

市町村森林整備計画の「第10 森林施業の合理化を図るために必要な機械の導入の促進に

関する事項」及び「第11 作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する事項」

との整合性を図り、記載する。



３ 集約化施業に必要な技術者の養成

集約化施業を実施する事業体等における集約化施業に必要な技術者を養成するため、

森林所有者への施業経費等の提示による透明性の確保や低コスト林業生産(路網と高性

能林業機械を組み合わせた低コスト作業システム等)に必要な森林施業プランの作成技

術、路網の設計・開設技術、高性能林業機械の操作技術等の技術者の養成について取組

の強化を図ることとする。

市町村森林整備計画の「第9 林業に従事する者の養成及び確保に関する事項」との整合性

を図り、集約化施業に必要な技術者の養成について記載する。

４ 木材供給に関する事項

不在村者を含めた森林所有者に対し、搬出間伐や主伐等の森林整備を積極的に働きか

けて施業意欲を換気し施業の団地化・集約化を進め、事業規模の拡大を図りながら生産

性・収益性の向上を高めるとともに、木材安定供給体制の構築を図る。





別 紙


